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内 容 梗 概
日立製作所ではトランジスタ搬送電話装置として,T-1形,T-2形,T-3形,T山4形と各種の標

準製品を製作しているが,掛こT-4形ほ最も広い汎用性を持つ機種として大量に生産されている｡一

方･トランジスタが搬送装置に取り入れられてからすでに数年を経て,ごく一部の分野を除いては,ほ

とんど完全に真空管を駆逐した0今般これまでのトランジスタ装置全般にわたる構造系列の再検討を進

め･コストを下げ大量生産をするに適する新実装方式を考案した｡まず標準機種であるT-4形にそれ

を適用し,新たにTR4B形を製作Lたo本文ほT-4B形の概要を説明するとともに新実装方式の構造

ついて述べている｡

l.緒

日立製作所でほ早くから搬 装置のトランジスタ化に

着手L,その成果はたびたび本誌上にも発表されている

ところである(1)~(5)｡これらの成果ほ日立製作所トラン

ジスタ研究酢･こおいて次々に開発された高性能トランジ

スタの旧現に負うところ大なるものがあり,いまやごく

一部の分野を除いてはほとんど完全に真空管を駆逐しつ

つある｡このように生産量の大部分がトランジスタ装置

になってくると,大量生産に適した構造方式が必要とな

ってくるのほ当然であり,多くの機種に共通に使用しう

る構造系列を完成することによってよりいっそうコスト

の低減が期待しうる｡日立製作所においてはこの方面に

関する研究を鋭意進めてきたが,このたび主要部品のダ

イキャスト(die-CaSting)化を骨子とする新実装方式を

考案するに至った｡まず手始めとして,現在標 磯提の

うちで茂も需要の多いT-4形をとり上げ,これに新方

式を適川してT【4B形を製作した｡

この改良設計にあたっては,構造上の改良はもちろん,

回路方式についても標準系列の一環としての考慮が払わ

れた｡T-4B形の 気約性能はT-4形と同等であり,T

-4形についてはすでに本誌上に紹介した(5)ので以下主

として構造上の改良点を中心に述べることとする｡

なおT-4B形ほすでに北海道電力株式会社ミ･･こ4端局,

三重県電気局に2苅局納入された｡

2.装置の概要

2.1回路方式上の特長

回路方式上粕に考慮を裁った点は他機種との関連であ

る｡本装置の通話路特性は,

通話帯域 0.3kc～2.3kc

信号方式 2.55kcおよび2.65kcによるFS方式

伝送方式 SSB方式

*
日立製作所戸塚工場

となっているが,これは単に本装置のみでなく,電力線

搬送装思そのほかのいわゆる3kcallocation形の搬送

装置に共通である｡そこで,本装置の各パネルはそのま

まほかの装置にも使用しうるように考慮し,通

を下記のとおり分割した｡

調器盤

信号発損器盤

信号器盤

変調および復調低域炉波器盤

信号炉波器盤

および復 帯域炉波器盤

路部分

このような構成をとっているため,一部のパネルを入

れ替えることにより多くの方式に適合することができ

る｡すなわち

(i)Upper-Lower形電力線搬送電話装置を構成す

る場合

上記の通話路部分ほそのまま予変調段として用いら

れる｡予 調周波数には15kcを用い,送信および受

信をそれぞれ15kcの上下側市波に配置する｡線路に

送出するためにはさらに第二 調を行い所望の周波数

をうる｡なお,電力線搬送装置の場合にほ,占有周波

数帯域は2･5kcに制限されているので,信別司波数は

2.3kcおよび2.4kcに変更される｡

(ii)2通話路形 力線搬送装置を構成する場合

前項の場合と同様に通話路部分はそのまま予変

として用いられる｡予

段

周波数は15kcで,その上下

側帯波にそれぞれ第一通話路と第二通話路とを配 す

る｡線路に送出するた捌こはさらに第二変調を行う｡

(iii)3通話路またはそれ以上の多重電力線またほ通

信線搬送装置を構成する場合

通 路部分を使って基礎群を構成する｡搬送周波数

としては通常12kc,15kc,18kcが用いられその上

側帯波に配置される｡多通話路装置においては共通増

幅器の過負荷の問題から1周波信号無通話時送出方式
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がとられることが多いが,このような場合にほ,信号

発振器盤およびイr-て号器盤が入れ替えられる｡

部分回路についてははとんど旧の回路をそのまま踏襲

したが,増幅器に関 はてし したトランジスタ

TA-12(高山力川)を採用した｡このため音声受信増幅

器ほ従来プッシュプルであったのをA級シングルに変更

し,また送信増幅轟ほ出力が増加したので,従来装置送

信I-l_けJレベルが +10dbmであったのを+15dbmとし

た｡第1,2図にそれぞれ送信増幅器の回路および矧､生を

示す｡なお,信号受信者封こはフリップフロップ回路を応

用した回路を開発し,良好なひずみ特性をえている｡

2.2 構造上の特長

T-4B形に適用された新方式の構造は,印刷配線板を

主体として構成されている｡主要部分はすべて印刷配線

板上に取り付けられ,これらの印刷配線板はレールおよ

びジャックを備えた筐体にプラグインされ,

塵用のカバーがかぶせられる｡弟3図ほ

面には防

廊カバーを取

り付けた外観をホし,舞4図は表面カバーを取り去った

状態で印刷配線板がプラグインされているさまを示す｡

印刷配線板以外に,日常 面より監視･操作する必要の

あるもの(メータ,スイッチなど)ほ試験盤に集中され,

その部分だけ 面カバーが打ち抜かれている｡

以下各部分について詳細に
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第3L一夏tT-4B形トランジスタ搬送電話装置外観

第4図 T-4B形トランジスタ搬送電話装置外観

(表面カバーを取り去ったところ)

第5区1 プラグインパネルの一一例

(1)巨l~j刷配線板

印刷配線板(･も 約100mmx175mmの大きさのベ

ークライト板で,1､ランジスタおよび抵抗,コソデソ

サ,変成器などの部品が取り付けられ,部品問の接

は裏面の印刷配線によってなされている｡従来用いら

れてきた印刷配線板の大きさは約60mmx50mmで

あり,この新方式においてほこれが約5倍になったた

め,はんだディップ(dip-SOldering)などの製造工

が著しく短縮された｡一九 板か大きくなると,部品

の取り付け,ほんだ付け彼の板のそり が間 となって

くる｡このため,第5図に見られるようにフレームに

印刷配線板を同定することにより,板のそりを防止し

てある｡このフレームはまた試験用のジャック,可変

部分(ポリウムなど)のごとく板を筐体に装着した状

態で表面より操作する必要のある部品を取り付けろた
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第6図 レ ー

ル 台

めのサポータを兼ねており,フレームおよびサポータ

の部分を一体としてダイキヤストにより造らjtる｡.サ

ポータの部分は,四つロジャック(切分けジャック)

2個および二つHジャック(測定ジャック)2個を取

り付けられるようになっているが,ポリウムなどほ二

つ目ジャックの取付け孔を利用して取り付けることが

できる｡

印刷配線板と筐体との接続はプラグイン式で,印刷

配線板の一方の掛こプラグ端子に相当する導体而か印

刷されてあり,この部分を筐体に設けられたジャック

に挿入することi･こより接続がなされ,特別なプラグを

使用しない｡なおこの接触導体面は板の片面のゑに印

刷されているが,ジャックの構造に後述するような特

殊な考案を加えてあるので,十分に完全な接触を保つ

ことができる｡

印刷配線板ほ部品を取り付けたのち,印刷面をほん

だ槽内にディップすることにより一挙にほんだ付けが

完了する｡なおこの際,ほんだは印刷回路上に一様に

付着し,銅ハクのほく離による回路断線障害を完全に

防止する｡

また,上述せるプラグインのため外接触嵩分にほ別

に特殊メッキがなされ,プラグインの際の摩耗をr肌ヒ

してある｡

(2) レール台

印刷配線板ほ筐体にプラグインされる場合,その上

縁および下線がそれぞれ上下に設けられた港内をしゆ

う勤して行ってジャックにかん合する.｡これらの溝は

レール台と呼ばれる台の上にきざみ込まれている｡

レール台はまた,ジャックの取付支持枠も兼ねてお

り,これらが一体となってダイキヤストにより造られ

る｡上下のレール台ほまったく同一の構造となるよう

に設計されているので,ダイキャストの型ほ一種放で

よい｡

葬る図にレール台の外観を示す｡

ダイキヤスト製品ほ板金 品iこ比べて寸法精度が出

にくいが,このため筐体組立ての
,精度が問題とな

らないよう･に特別な考案がなされている｡すなわち,

上下のレール台と,これを左右両側面で連結する板金

製の間隔片とをもって一つの準位構造が形成され(第

7図参照),これが筐体に取り付けられる構造をとって

50

第7図 レール台とジャックを間隔片を川いて
親Å､-〔てたところ

いるため,行段はそれぞれ独立しており,上下方向に

対するダイキャストの寸法誤差はまったく間幽とな

らないご また,レール台と筐体との迅結部分もだ円形

のバカイLにボルト めする方法をとっているため寸法

誤たは問題とならない｡このような構造のため,寸法

誤差を補償するための可変スペーサなどはまったく不

要で,組立作業もきわめて簡単である｡

(3)プラグイン用ジャック

印刷配線板をプラグインするためのジャックは,レ

ール台の後緑に設けられた取付け孔に,縦に取り付け

られる′さ

ジャックの接触バネは,従来は印刷配線板を両面よ

りほさみ付ける形式のものが多かったのを,新たに片

面のみとしたため,構造が簡単でかつ接触圧力が増大

し,従来とかくプラグインの際i･こバネが変形または破

壊しやすかった欠点が完全に除去された｡また,誤っ

て印刷配線板を裏返しに挿入しても誤接触するおそれ

がない(特許出

(4)筐体構

以上に説明したレール台,間隔片,プラグインジャ

ックは,一段ごとに独立に組み立てられたのち,筐体に

取り付けられる｡筐体は,幅520mm,奥行225mnュ

のC.C.Ⅰ.T.T.勧告寸法にのっとっており,高さは任

意に変えることができる｡トランジスタ搬 装置の場

合は非常に小形になるので,卓上形とすることもでき

るよう天魔な外観となっており,これほまた従来の槙

準鉄架にも筒主削こ取り付けられる｡

印刷配線板を挿入した後は,

で,色彩も顧客の要求をこ

面カバーでおおうの

単i･こ応じることができる｡

面カバーは左右に付いている化粧ネジを半回転する

ことにより簡モ勘こ着脱が可能である｡

試験盤のごとく表面よ.り操作する必要のあるパネル
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第8図 T-4B形トランジスタ搬送電話装置標準

周波数配置図

は,特殊構造とし,その部分だけ表面カバーをくり抜

いてある｡ただし,これら特殊パネルも前述のレール

台を使用してプラグインしうるようになっており,

体構造にほ 化はない｡

(5)盤間布線

盤間布線は完全な裏面配線を採用しており,従来の

ように架の側面に束線を通すことを廃した｡このた

め,作業能率は著しく向上した｡

以上述べたことを要約し本構造の特長をまとめてみる

ダイキヤストの利用によりコストを下げた｡

ダイキヤストの寸法精度が問題とならないよう

特別な構造をとったため組立てが簡単である｡

(iii)ジャックに特別な構造を考案し,接触不良,ジ

ャックの変形,敬損などの障害を除去した｡

(iv)表面カバーと印刷配線板とが分離しており,仕

込生産を行った場合にも

じうる｡

(Ⅴ)

装ほ顧客の要求に応

準鉄架にも簡単に耽り付けうる構造である｡

タ 搬 送 諸 装 置

3.装置仕様および性能

3.1概

伝送線路

伝送方式

最大線路損失

信号方式

｢fl継方式

使用電源

周囲条件

3.2 横

構 造

1093

要

通信線または酉己電線

送受信共通搬送波SSB方式

45db

通話帯域外2周波FS方式

通話 四線中継

信号 直流中継

DC 24V,48V またほ60V

AClOOV またほ200V

温度
-100C～+400C

湿度 40%～85%

成

各パネルほプラグイソ式の印刷配線板

で可搬形の筐体に収容され,卓上設置

慎またま 架取付け可能

使用トランジスタ 2N217,2N219,TA-11,TA-12

3.3 主要性能

出 力 標準出力 通話入力1kc Odbに対し

線路側出力+15dbm/CH

信号出力 +5dbm/CH

入 力 標準入力
ー10dbm/CH

整範囲 -20dbm/CH

～+5dbm/CH

最低入力
ー30dbm/CH

自動利得調整 動作範囲 入力レベル変動±10db

圧縮率 20%

残留損失
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第9図 T-4B形トランジスタ搬送電話装置

ブロックダイヤグラムおよびレベルダイヤグラム

2線式の場合 8db

残留損失偏差 5db以下

通話帯域 通話 0.3～2.3kc

信号 2.55kcおよび

2.65kc

総合ひずみ減衰量 25db以上

鳴音安定度 交換台側端子を600n±

200nで終端した場合

12db以上

漏話減衰量

装置雑音

信号器

50db以上

S/N50db以上

電源電圧士5%,入力レ

ベル ±3dbの変動に対

し5ms以内｡また入力

レベル変動土10db,S/N

lOdb のときにも確実に

動作する｡

搬送周波数安定度 温度一100C～+40

0C,電源駈Ⅰ去3老に対



1094 昭和34年9月 第41巻 第9号

忘
蓬
⊇
/
＼
ゴ
ぺ
君

Jび ∠√
一却

頗荊=眉矢烏勅

′灯
〟

第10国 総 合AGC圧縮 特性

し周波数偏 は10c/s以内

インピーダンス 音声回路側 600n±20%

消費電力

線 路 側

DC24Vの場合

AC供給の場合

3.4 補助回路性能

試験装置 切換 鍵により

ベル測定可能

600∫ユ±35%

約4W/CH

約6VA/CH

圧および各部レ

源ヒューズ断および監視電流断の場

合各通話路メークビジー端子およびベ

ル端子に地気を与える｡

4.結

以上T-4B形トランジスタ搬送電 置について,主

芸
ご
劃
艦
痙
紬
献

第11図 総 合周 波 数 特性

としてその改良点を中心に述べた｡搬送装置ほいまやト

ラソジスタ時代きたるの感があり,日立製作所において

はこのT-4B形に適用した 方式をもって,そのほか各

機種なかんずく多重端局装置をも製作しつつある｡諸賢

の御批判をえて,よりよい方式の完成を見ることができ

るならば幸である｡
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